
■条例素案検討「分科会」の進め方（案） 
１．目的 
★ステップ２は「ホネグミ（案）」の肉付け。項目別に入れたい「思い」「キーワード」を整理！ 
★安城市民の声も集めて来よう！草の根ＰＩ （パブリック・インボルブメント）のスタートだ！ 

 
２．大まかな方針～自立したグループワークを！ 
① どのグループも条例「丸ごと全部」について、まずは一通り考えよう！ 
② ４分科会に分かれ、公式には４回程度、条例の項目別肉付けを検討（メンバー固定） 
③ 班の運営の中で、必要があれば、自主的な会合やテーマ研究等をおこなってもＯＫ！ 

 
３．検討テーマ（あくまで目安） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．検討のしかた 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝みんなでつくろう！＝ 
・このプロセスの中で、各分科会による Ｐ Ｉ 活動を展開しましょう！ 
 （手引きをうまく活用して、フツーの市民の方々にもわかりやすく「説明」し、 
 何らかの「声」や「アイデア」をもらって来よう！できるだけ多くの市民に関わってもらおう！） 
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「あ」グループ 

分科会２ 
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分科会３ 
「き」グループ 

分科会４ 
「かい」グループ 

あんき会 ⑦ 5/8木 「ホネグミ（構成）、前文について」 

あんき会 ⑧ 5/29木 「まんなか（てっぺん、幹、足元、根っこ）」 

あんき会 ⑨ 6/13金 「枝①と枝②（役割分担、市民参加）」 

あんき会 ⑩ 6/27金 「枝③と枝④（情報公開と説明責任、市政運営）」 

事務局で総合化・再構築 
素案の「たたき台」としてお返し ＜…さらに詰める＞ 
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